
こ
れ
は
、
副
都
心
と
須
磨
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
を
結
ぶ
、
名
谷
ｌ
妙
法
寺
ｌ
板
宿

ｌ
新
長
田
間
全
長
五
・
七
キ
ロ
で
、
か

つ
て
の
市
電
を
思
わ
せ
る
グ
リ
ー
ン
の

ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
な
電
車
が
走
る
。
各
駅
に
は
そ
れ
ぞ

れ
〃
春
の
駅
〃
（
名
谷
）
〃
秋
の
駅
〃
（
妙

法
寺
）
〃
板
の
駅
″
（
板
宿
）
と
愛
称

が
つ
い
て
い
る
が
、
新
長
田
は
〃
鳩
の

駅
〃
・
ホ
ー
ム
の
壁
面
に
は
鳩
の
群
舞
が

描
か
れ
て
い
る
。
コ
ン
コ
ー
ス
の
「
泉

の
広
場
」
に
は
垂
水
区
神
出
町
在
住
の

陶
芸
家
南
汎
さ
ん
の
舞
子
焼
き
の
作
品

１
５４
１

愛
称
「
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
」
の
こ
の
ビ

ル
は
神
戸
市
都
市
計
画
局
が
昭
和
四
十

八
年
九
月
か
ら
建
設
し
て
い
た
も
の
。

地
下
三
階
、
地
上
二
十
五
階
、
高
さ
八

十
二
メ
ー
ト
ル
で
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン

タ
ー
ピ
ル
に
次
ぐ
神
戸
第
二
の
高
層
ピ

レ
Ｏ
ノ

ビ
ル
の
周
り
に
は
噴
水
と
緑
を
い
つ

ぱ
い
に
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る

よ
う
に
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
。

地
下
一
階
か
ら
地
上
一
階
は
「
大
丸

新
長
田
店
」
、
愛
称
「
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ

大
丸
」
。
店
長
に
就
任
す
る
近
藤
隆
信

さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
専
門
店
志
向

で
、
若
々
し
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

に
、
買
い
や
す
く
選
び
や
す
く
、
話
題

性
の
あ
る
店
づ
く
り
を
目
指
し
、
全
体

の
妬
％
が
婦
人
服
。
婦
人
雑
貨
、
釦
％

が
食
料
品
、
つ
ま
り
、
地
階
が
食
料
品

中
心
の
く
ら
し
の
フ
ロ
ア
、
一
階
が
装

い
の
フ
ロ
ア
で
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ

ー
、
ヤ
ン
グ
層
を
対
象
に
し
ぼ
っ
た
商

品
展
開
を
す
る
。

ま
た
、
大
丸
の
西
南
角
に
は
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
生
ま
れ
の
味
、
ハ
ン
バ
ー
ガ

T ａｌｋＴｏｗｎｌ
神
戸
の
西
の
副
都
心
、
国
鉄
新
長
田

駅
周
辺
。
庶
民
的
な
町
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
。

そ
の
新
長
田
に
、
市
営
地
下
鉄
の
開

業
、
続
い
て
、
新
長
田
駅
前
ピ
ル
の
オ

ー
プ
ン
と
、
こ
の
春
、
ホ
ッ
ト
な
話
題

が
い
っ
ぱ
い
だ
。

ま
ず
、
三
月
十
三
日
に
営
業
を
開
始

し
た
地
下
鉄
西
神
線
の
話
題
。

「
鳩
の
泉
」
が
あ
り
、
乗
降
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
戸
須
磨

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
梶
川
一
策
会

長
）
と
同
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
松
口

金
太
郎
会
長
）
に
よ
っ
て
、
名
谷
駅
の

ス
テ
ン
レ
ス
製
彫
刻
「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
（
福
田
美
喜
子
作
）
と
共
に
贈
呈

さ
れ
た
も
の
だ
。

レ
ン
ガ
を
基
調
に
し
た
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
国
鉄
新
長
田

駅
へ
と
通
じ
て
お
り
、
定
期
券
売
り
場

前
ホ
ー
ル
は
太
陽
光
線
を
地
下
へ
と
り

変わり行く
副都心

入
れ
る
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
駅
舎
の
上
に
は
六
階
建
て
の
地
下

鉄
ビ
ル
が
建
つ
。
こ
こ
に
は
飲
食
店
が

入
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
が
完
成
は
ま

だ
先
に
な
り
そ
う
だ
。

地
下
鉄
新
長
田
駅
を
上
が
る
と
す
ぐ

前
に
、
月
二
十
一
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

「
新
長
田
駅
前
ピ
ル
」
が
目
に
入
る
。

市営地下鉄西神線新長田駅～
新長田駅前ビルの話題
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地下鉄新長
田駅出入口
より新長田
駅前ビルを
のぞむ

工事が進め
られている
新長田駅前
ピル

「酒の泉」
南汎さんの
奥さん和恵
さんと長女
さやかちゃ
ん

１
５５
１

－
の
「
Ａ
＆
Ｗ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

二
階
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
プ
ラ
ザ
で

身
回
り
品
、
レ
ジ
ャ
ー
用
品
、
そ
れ
と

飲
食
店
の
合
計
三
十
九
店
舗
で
構
成
さ

れ
る
。三

、
四
階
に
は
「
新
長
田
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー
」
と
「
神
戸
市
立
若
葉
保
育

所
」
が
入
る
。
「
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
」

内
に
は
体
育
館
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
一

般
が
利
用
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は
市

役
所
内
勤
労
市
民
課
ま
で
。

ま
た
二
十
四
、
五
階
に
は
九
月
末
オ

ー
プ
ン
予
定
で
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
る
。

「
ブ
ー
ン
・
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
」
が
そ

れ
で
、
二
十
四
階
は
英
国
風
の
モ
ダ
ン

な
イ
ン
テ
リ
ア
の
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ブ
ー
ン
」
。
七
十
五
席
の
広
さ
を

も
つ
。
二
十
五
階
は
ス
。
へ
イ
ン
の
田
舎

屋
風
の
イ
ン
テ
リ
ア
の
ヴ
ィ
ス
タ
。
ラ

ウ
ン
ジ
「
エ
ル
・
パ
テ
オ
」
。
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
が
喫
茶

と
軽
食
、
五
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま

で
は
パ
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一
四
○
席
の

広
さ
。
そ
し
て
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を

も
っ
た
フ
ラ
ン
ス
風
の
イ
ン
テ
リ
ア

で
、
地
域
の
ハ
イ
ク
ラ
ス
な
社
交
場
お

よ
び
集
会
場
と
し
て
三
、
四
十
人
が
利

用
で
き
る
サ
ロ
ン
風
の
「
オ
ル
フ
ご

と
で
構
成
さ
れ
る
。

五
階
か
ら
二
十
三
階
ま
で
は
日
本
住

宅
公
団
住
宅
で
四
百
十
二
戸
が
入
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
副
都
心
と
し
て
の

機
能
が
揃
っ
た
新
長
田
周
辺
の
今
後
の

展
開
は
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
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み
た
。ま

ず
周
辺
の
街
路
灯
整
備
と
緑
道
計

画
と
い
う
こ
と
で
写
真
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
レ
ン
ガ
を
使
っ
て
の
植
え
込
み
や

黒
塗
り
の
栖
落
た
街
灯
造
り
が
昨
年
春

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
在
元

町
通
り
を
六
丁
目
ま
で
東
か
ら
歩
い
て

く
る
と
三
越
百
貨
店
の
と
こ
ろ
で
歩
く

道
の
流
れ
が
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

こ
れ
を
神
戸
駅
ま
で
流
れ
が
続
く
よ
う

ⅡT a l kＴｏｗｎ
神
戸
駅
周
辺
は
地
下
街
を
中
心
と
し

て
こ
こ
十
年
の
間
に
目
覚
ま
し
い
変
貌

ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
。
元
町
商
店
街
か

ら
去
年
改
装
さ
れ
た
三
越
百
貨
店
、
新

開
地
に
続
く
経
済
を
地
盤
に
し
た
横
の

軸
と
、
大
倉
山
図
書
館
、
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
、
中
央
体
育
館
、
家
庭
養
護
促
進

協
会
も
あ
る
婦
人
会
館
、
湊
川
神
社
と

い
っ
た
文
化
圏
の
縦
の
軸
の
中
心
地
点

が
神
戸
駅
周
辺
で
あ
る
。
メ
ト
ロ
こ
う

べ
、
サ
ン
こ
う
べ
と
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
街
や
飲
食
街
に
続
い
て
今
な
お
再

開
発
が
展
開
し
て
い
る
。

昭
和
妬
年
に
「
神
戸
駅
周
辺
開
発
促

進
連
合
会
」
と
い
っ
た
商
店
街
、
自
治

会
を
主
力
と
し
た
民
間
サ
イ
ド
に
た
つ

組
織
が
で
き
、
神
戸
市
の
都
市
計
画
課

と
協
力
し
て
着
実
に
地
域
開
発
の
計
画

及
び
実
行
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
会
の
副
会
長
を
務
め
る
菊
水
総
木
店

社
長
の
菊
水
啓
輔
さ
ん
と
事
務
局
長
の

真
田
元
一
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
現
在
の

状
況
や
将
来
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て

神戸駅の玄関口ドーム型のバスターミナル

期待される
再開発

１
５６
１

に
と
道
作
り
を
工
事
中
で
あ
る
。
年
内

に
は
完
成
す
る
予
定
だ
そ
う
だ
。

次
に
太
陽
神
戸
銀
行
横
の
空
地
に
新

し
い
ピ
ル
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
も
話
題

を
呼
び
そ
う
だ
。
住
友
ビ
ル
（
仮
称
）

は
地
下
と
１
階
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
に

し
て
２
階
以
上
は
オ
フ
ィ
ス
に
利
用
さ

れ
る
。
こ
の
ピ
ル
が
完
成
さ
れ
る
と
サ

ン
こ
う
べ
や
メ
ト
ロ
こ
う
毒
へ
と
結
ば
れ

大
規
模
な
地
下
街
が
で
き
あ
が
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
合
わ
せ
て
メ
ト
ロ
こ

う
べ
が
来
年
十
周
年
を
記
念
し
て
、
名

店
街
が
一
斉
改
装
工
事
に
よ
り
お
化
粧

直
し
が
さ
れ
る
。

大
き
な
問
題
と
し
て
湊
川
の
貨
物
駅

土
地
利
用
に
つ
い
て
見
当
さ
れ
て
い

る
。
７
万
坪
と
い
う
広
大
な
敷
地
を
３

万
人
程
度
収
容
の
住
宅
地
に
し
て
は
と

い
う
案
も
出
さ
れ
行
政
側
と
相
談
の
も

と
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
駅
の
南
側
は
か
な
り
殺
風
景
で

空
地
も
多
い
。
中
央
郵
便
局
付
近
に
は

三
千
坪
近
い
土
地
が
あ
り
、
将
来
国
鉄

ビ
ル
が
建
つ
予
定
で
あ
る
。
新
交
通
シ

ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば
、
ピ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
を
造
る
と
か
、
神
戸
駅
か
ら
郊
外
へ

観
光
に
行
け
る
よ
う
郊
外
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

神
戸
市
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言

に
よ
り
、
神
戸
駅
周
辺
で
は
、
商
業
や

行
政
が
過
度
に
集
中
し
て
い
る
三
宮
に

は
で
き
な
い
よ
う
な
町
造
り
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
湊
川
神
社
を
ひ
か
え
神
秘

性
を
も
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
面
と
新
し

「
太
陽
の
あ
る
地
一
上
向
」
と
銘
一
つ
っ
た
「
サ
ン
こ

う
べ
」
緑
も
い
っ
ぱ
い
。 神戸駅周辺開発促進連合

を刺l に着実に一歩一歩
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｢ ふるもと」
の卵誹は一
杯ずつ丁寧
に

酒落たつく
りのギャル
リークレド

進行中の緑
道計画

5７

利用者の多
い「神戸文
化ホール」

い
町
造
り
に
よ
る
モ
ダ
ン
な
面
と
の
調

和
、
独
自
の
ク
ラ
シ
カ
ル
モ
ダ
ン
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

無
理
な
く
堅
実
に
一
歩
一
歩
神
戸
駅
周

辺
は
町
造
り
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

ス
テ
キ
な
お
店
み
Ｉ
つ
け
た

☆
湊
川
神
社
前
に
昨
年
旭
月
ｎ
日
オ
ー

プ
ン
し
た
ギ
ャ
ル
リ
ー
ク
レ
ド
は
と
て

も
ユ
ニ
ー
ク
な
店
。
ま
ず
店
内
に
擬
っ

た
つ
く
り
の
古
い
ラ
ン
プ
が
た
く
さ
ん

目
に
つ
く
。
古
伊
万
里
の
そ
ぱ
ち
よ
こ

が
ケ
ー
ス
の
中
に
収
め
ら
れ
、
壁
面
に

は
文
明
開
化
当
時
を
偲
ば
せ
る
南
蛮
版

画
と
か
ガ
ラ
ス
器
と
か
和
洋
折
衷
に
骨

董
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
御
主
人
が

古
美
術
に
造
詣
の
深
い
方
で
、
長
崎
な

ど
か
ら
も
見
に
来
る
人
が
い
る
と
か
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。

雪
３
４
１
１
７
０
５
５
午
前
、
時
ｌ
午
後
８
時
ま

で
。
金
曜
休
み
。

☆
文
化
ホ
ー
ル
か
ら
神
戸
駅
へ
向
か
っ

て
歩
く
途
中
に
「
ふ
る
も
と
伽
俳
店
」

が
あ
る
。
自
家
培
煎
の
美
味
し
い
伽
誹

を
一
杯
ず
つ
上
等
の
瑚
排
カ
ッ
プ
で
良

い
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
飲
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
落
ち
着
け

る
店
。
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
メ

ー
カ
ー
の
伽
誹
カ
ッ
プ
が
ず
ら
り
と
棚

に
並
べ
ら
れ
、
他
に
ご
主
人
が
あ
ち
こ

ち
に
旅
行
し
て
は
求
め
た
美
術
品
が
飾

ら
れ
て
い
る
。

瑚
非
三
百
円
雷
３
４
１
６
６
０
７
午
前
９
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
。
日
曜
休
を
姉
妹
店
／
三
宮

京
町
筋
「
ふ
る
も
と
伽
排
店
」
雷
３
９
１
１
４
２

９
５
同
友
店
／
西
宮
え
び
寸
祁
社
東
側
「
磁
花

瑚
俳
店
」
、
高
崎
市
大
通
り
商
店
街
『
ば
ん
ど
う
瑚

排
店
」
、
前
篭
巾
馬
場
川
通
り
「
あ
す
か
瑚
誹
店
」
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歴史と伝統に
新たな展開

T a l k ＴｏｗｎⅢ
元
町
に
は
、
「
歴
史
と
伝
統
が
か
え

っ
て
邪
魔
を
し
て
品
物
が
高
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
」
（
元
町
連
合
会
長

山
端
一
夫
さ
ん
の
話
）
良
く
も
悪
し
く

も
。
し
か
し
、
何
も
老
舗
に
あ
ぐ
ら
を

か
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
今
年
は
一
年
中
、
各
種
の
催
し
を

や
っ
て
行
く
よ
う
予
算
組
を
し
て
い
る

た
と
え
ば
、
一
月
に
は
成
人
の
日
を
祈

っ
て
人
力
車
を
出
し
た
。
歴
史
と
伝
統

を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
を
や
っ
て
行
き
た

い
」
（
山
端
さ
ん
）

「
か
つ
て
は
元
ブ
ラ
を
し
な
い
と
そ

の
日
が
面
白
く
な
い
と
い
わ
れ
た
。
三

宮
と
同
じ
行
き
方
じ
ゃ
な
く
、
元
町
独

自
の
カ
ラ
ー
を
磨
い
て
育
て
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
若
い
人
た
ち
に
も
そ
う

い
う
考
え
が
出
て
来
て
い
る
」
（
元
町

連
合
会
事
務
局
長
漬
本
正
三
さ
ん
）

「
元
町
に
来
れ
ば
常
に
何
か
新
し
い

も
の
が
発
見
出
来
る
。
い
つ
き
て
も
楽

し
い
雰
囲
気
が
あ
る
と
い
う
元
町
に
し

た
い
」
（
フ
ナ
キ
ヤ
安
達
昭
三
さ
ん
）

と
、
異
口
同
音
に
元
町
カ
ラ
ー
の
一
層

の
展
開
を
強
調
す
る
。

元
町
１
番
街
か
ら
六
丁
目
ま
で
千

二
、
三
百
米
。
五
丁
目
を
残
し
て
す
べ

て
カ
ラ
ー
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
気
に
な

る
の
は
五
丁
目
。
元
町
五
丁
目
商
店
街

振
興
組
合
理
事
長
の
野
網
敏
一
さ
ん
の

話
に
よ
る
と
、
い
よ
い
よ
五
月
二
十
日

か
ら
工
事
に
か
か
り
十
月
い
っ
ぱ
い
で

完
成
す
る
予
定
。
ア
ー
ケ
ー
ド
は
電
動

式
で
真
中
が
開
閉
す
る
。
歩
道
は
両
サ

イ
ド
二
・
五
米
に
大
理
石
を
使
用
。
こ

れ
は
す
べ
る
と
い
け
な
い
の
で
粗
み
が

き
。
茨
城
県
か
ら
取
り
寄
せ
る
。
真
中
は

巾
六
米
の
レ
ン
ガ
敷
き
。
「
マ
ー
ブ
ル
・

ロ
ー
ド
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
目
下

愛
称
を
募
集
中
。
連
絡
は
電
話
三
四
一

’
○
一
七
六
、
野
網
さ
ん
ま
で
。

ま
た
、
六
十
坪
ほ
ど
の
用
地
に
ベ
ン

チ
、
ト
イ
レ
、
販
売
店
な
ど
を
備
え
た

憩
い
の
場
所
を
つ
く
る
予
定
だ
。

「
明
治
、
大
正
時
代
は
元
町
四
五

丁
目
が
神
戸
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
中
心

だ
っ
た
。
今
度
の
改
装
に
よ
っ
て
股
賑

を
極
め
て
い
た
往
時
を
取
り
戻
し
た

い
」
と
野
網
さ
ん
は
張
り
切
っ
て
い

る
。そ

れ
で
は
元
町
に
は
ど
の
よ
う
な
店

が
あ
る
の
か
。
ち
ょ
っ
と
面
白
そ
う
な

と
こ
ろ
を
見
て
行
く
と
・
・
・
…
。

元
町
１
番
街
Ｉ
「
元
町
時
計
店
」
二

階
の
「
一
番
舘
」
に
は
世
界
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
揃
っ
て
い
て
見
る
だ
け
で
も

楽
し
い
。
「
花
見
屋
あ
ら
れ
」
に
は
〃
浮

世
あ
ら
れ
″
〃
花
見
の
友
″
な
ど
イ
キ

な
名
前
の
あ
ら
れ
が
あ
る
。
向
い
側
に

は
映
画
館
が
一
一
軒
。
・
階
は
東
映
封
切

り
の
「
元
町
東
映
」
。
二
階
は
洋
画
の

「
元
映
」
。
安
く
て
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
の
で
若
い
層
に
受
け
て
い
る
。
音
楽

好
き
の
人
は
「
日
本
楽
器
」
。
五
階
ホ

ー
ル
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
も
よ
く
や
っ

て
い
る
。

元
町
三
丁
目
Ｉ
「
本
高
砂
屋
」
で
創

業
百
年
の
お
茶
会
を
や
っ
て
い
た
。

「
菓
匠
本
高
砂
屋
」
の
ぼ
ん
ぽ
り
と
緋

１
５８
１

いよいよ改装にかかる
元町５丁目商店街
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5９

毛
睡
に
桜
。
創
業
八
十
周
年
の
「
風
月

堂
」
は
今
、
改
築
中
。
仮
店
舗
で
は
ホ

カ
ホ
カ
の
「
神
戸
名
物
酒
月
万
頭
」
の

店
頭
販
売
。
そ
の
隣
が
「
切
味
の
家
」
。

刀
物
類
が
ど
っ
さ
り
。
喫
煙
マ
ニ
ア
に

は
「
ふ
じ
喫
煙
具
専
門
店
」
。
甘
党
に

は
カ
ス
テ
ラ
の
「
長
崎
カ
ス
テ
ラ
総
本

舗
」
「
長
崎
本
舗
」
、
洋
菓
子
の
「
ヒ
ロ

タ
」
。
「
え
び
ら
飴
本
舗
」
は
明
治
四
十

三
年
の
創
業
。

元
町
四
丁
目
Ｉ
仏
壇
仏
具
の
「
浜

屋
」
に
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
高
価
な

仏
壇
が
あ
る
。
「
一
○
一
パ
ン
ッ
シ
ョ

ッ
プ
」
は
ジ
ー
ン
ズ
専
門
店
。
「
浪
花

屋
」
は
漆
器
専
門
。
喫
茶
店
「
ブ
ロ
ー

一
三
」
に
は
ガ
ー
デ
ン
が
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
に
最
適
。
「
モ
ト
マ
チ
ニ

ッ
ト
ル
ー
ム
」
は
明
る
い
感
じ
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
プ
。

元
町
五
丁
目
Ｉ
書
道
用
品
専
門
の

「
み
な
せ
」
、
人
形
材
料
の
「
楽
屋
」

は
ど
ち
ら
も
神
戸
以
外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

買
い
に
来
る
ほ
ど
関
西
一
、
品
が
揃
っ

て
い
る
。
駐
留
軍
払
下
品
・
各
種
舶
来

運
動
具
の
「
サ
ト
ー
ブ
ラ
ザ
ー
ス
」
に

は
安
い
の
で
東
京
か
ら
も
買
い
に
来
る

と
か
。
学
生
服
専
門
店
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ

Ｎ
」
に
は
つ
な
ぎ
の
学
生
服
も
あ
る
。

元
町
六
丁
目
１
新
古
美
術
「
元
町
美

術
」
、
呉
服
の
「
赤
坂
」
、
瓦
せ
ん
べ
い

の
「
亀
井
堂
総
本
店
」
な
ど
老
舗
が
あ

り
、
そ
し
て
「
三
越
」
。
本
間
基
之
店

長
に
な
っ
て
か
ら
俄
然
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。

１月の「成
人の日」の
ときには人
力車でＰＲ

改装が間近
かに迫った
元町５丁目

店舗ごとに

藤:催し
ｌｉｂ｡

商品構成の
面白い店も
多い
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明るい坂道と
神戸センス

T a l k ＴｏｗｎⅣ
ト
ァ
・
恒
１
ド
ー
太
陽
に
め
ぐ
ま

れ
た
坂
道
で
あ
る
。
み
な
と
神
戸
に
ふ

さ
わ
し
い
こ
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
坂
道

は
、
「
正
式
の
通
り
や
町
の
名
で
は
な

い
。
東
西
に
な
が
い
神
戸
で
は
、
や
は

り
東
西
の
通
り
に
町
名
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
通
称
し
て
ト
ア

・
ロ
ー
ド
は
、
北
か
ら
北
野
町
、
山
本

通
、
中
山
手
通
、
下
山
手
通
、
北
長
狭

通
、
三
宮
町
と
じ
つ
に
六
つ
の
通
り
を

縦
断
し
て
い
る
」
（
陳
舜
臣
著
『
神
戸
と

い
う
ま
ち
」
よ
り
）
そ
し
て
こ
の
ハ
イ

カ
ラ
な
名
前
の
由
来
も
昭
和
二
十
五
年

に
火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
ト
ア
・

ホ
テ
ル
の
名
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る

と
か
、
ド
イ
ツ
語
で
門
を
意
味
す
る
Ｔ

Ｏ
Ｒ
で
あ
る
と
か
、
鳥
居
の
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｉ
の
Ｉ
の
文
字
が
落
ち
て
Ｔ
Ｏ
Ｒ
と
な

っ
た
と
か
、
説
は
多
く
あ
る
が
、
い
ず

れ
が
正
確
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
坂

道
、
か
つ
て
の
様
相
を
残
し
な
が
ら
も

ず
い
ぶ
ん
変
貌
し
た
。

硝少

１
６０
１

こ
う
話
す
。

ｌ
閉
ざ
さ
れ
た
箱
の
よ
う
な
商
店
街

で
は
な
く
て
、
解
放
的
な
雰
囲
気
の
商

店
街
が
ト
ア
・
ロ
ー
ド
な
ん
で
す
。
か

つ
て
は
中
国
人
や
ロ
シ
ア
人
な
ど
外
国

人
の
商
店
や
会
社
が
全
体
の
三
分
の
二

を
し
め
、
そ
の
へ
ん
か
ら
も
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
ム
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、

多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
は
い
ま
す
け

れ
ど
、
ト
ァ
・
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
協
同

組
合
や
ト
ァ
・
ロ
ー
ド
中
央
商
店
街
振

興
組
合
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
復
活
を

お
し
す
す
め
て
い
ま
す
１
．

具
体
的
に
は
、
緑
を
増
や
し
た
り
、

街
路
灯
を
設
置
し
た
り
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
ず
は
舗
道
の
整
備
か

ら
始
め
て
い
く
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、

１
個
燕
の
商
店
そ
れ
ぞ
れ
が
街
づ
く

り
の
基
本
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ト

ァ
・
ロ
ー
ド
に
公
共
的
な
役
割
を
果
た

す
よ
う
な
ピ
ル
を
建
て
る
計
画
も
あ
る

ん
で
す
。
そ
の
ビ
ル
は
、
ひ
と
つ
に
国

際
性
の
あ
る
商
業
ピ
ル
に
し
た
い
と
い

う
こ
と
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
神
戸

の
歴
史
的
資
料
を
集
め
た
資
料
館
の
よ

う
な
も
の
。
ま
だ
具
体
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
主
に
こ
の
二
つ
を
考
え
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
は
解
放
的
で
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
ム
ー
ド
の
再
現
と
観
光
客
に
対

す
る
Ｐ
Ｒ
を
ね
ら
う
わ
け
で
す
１
．

ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
つ
き
あ
た
り
に
は

市
章
山
が
見
え
る
。
神
戸
の
街
の
な
か

で
も
一
番
間
近
に
あ
の
電
飾
の
市
章
を

ア
ン
ア
ン
、
ノ
ン
ノ
、
そ
し
て
女
性

週
刊
誌
の
神
戸
特
集
に
は
必
ず
登
場
し

て
く
る
こ
の
ト
ア
・
ロ
ー
ド
－
日
鵬

日
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
カ
ニ
族
の
歩
く

姿
を
見
か
け
る
。
し
か
し
、
無
情
に
も

商
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
閉

ざ
さ
れ
て
い
る
。
日
曜
日
を
定
休
日
と

し
て
い
る
商
店
が
多
い
の
で
あ
る
。
春

の
陽
ざ
し
を
受
け
、
坂
道
を
散
歩
し
な

が
ら
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ん
て
楽
し
い

だ
ろ
う
に
、
残
念
な
こ
と
だ
。
そ
ん
な

こ
と
も
含
め
て
、
ド
イ
ツ
菓
子
「
コ
ロ

ン
バ
ン
」
の
社
長
、
加
藤
未
一
さ
ん
は

解放的でエキゾチックな街
トァ・ロード、大丸前
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あちこちに
トアの文字
が

迎
ぎ
見
る
こ
と
の
で
き
る
の
が
ト
ア
・

ロ
ー
ド
な
の
で
あ
る
。
こ
の
市
章
山
を

背
に
し
て
な
だ
ら
か
な
坂
道
を
下
り
き

る
と
大
丸
前
商
店
街
に
つ
な
が
る
。
こ

の
デ
ル
タ
地
域
に
ホ
ン
モ
ノ
を
売
る
神

戸
の
専
門
店
が
多
く
な
ら
ぶ
。
自
他
と

も
に
「
神
戸
セ
ン
ス
の
代
表
」
と
認
め

る
専
門
店
で
あ
る
。
買
い
物
な
ら
神
戸

と
い
わ
れ
る
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

ハ
イ
セ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の

大
丸
前
の
ス
ト
リ
ー
ト
は
歩
行
者
天
国

ｌ
オ
ア
シ
ス
道
路
と
種
，
（
た
だ
し

土
、
日
、
祝
）
子
供
た
ち
の
恰
好
の
遊

び
場
と
な
る
。

ト
ァ
・
ロ
ー
ド
の
つ
き
あ
た
り
か
ら

大
丸
前
ま
で
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
る

と
わ
か
る
。
坂
道
、
明
る
さ
、
異
国
情

緒
、
ハ
イ
カ
ラ
さ
、
神
戸
の
街
の
す
べ

て
を
含
ん
で
い
る
ス
ト
リ
ー
ト
な
の
で

あ
る
。ト

ァ
・
ロ
ー
ド
か
ら
大
丸
前
商
店
街

に
か
け
て
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
な
く
、

青
い
空
が
見
え
る
商
店
街
。

明
る
い
色
彩
の
土
地
と
海
と
空
。
こ

の
モ
ダ
ン
な
環
境
が
神
戸
の
セ
ン
ス
の

歴
史
を
支
え
て
き
た
。
今
や
ホ
ン
ト
の

明
る
さ
が
な
く
な
っ
て
き
た
神
戸
の
街

ま
ち
。
せ
め
て
こ
の
地
域
は
作
ら
れ
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
街
で
な
く
、
そ
れ
が
ご

く
当
り
前
の
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
な

顔
を
し
て
い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
界

隈
と
し
て
市
民
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活

感
覚
を
与
え
て
く
れ
る
神
戸
の
顔
で
あ

っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

車が多すぎ
る／

オアシス道
路が大丸前
にかけて続
く

１
６１
１
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北野町界隈
新風景

TａｌｋＴｏｗｎＶ
春
の
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

新
し
い
風
が
吹
き
始
め
た
。

ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
坂
道
を
海
か
ら
山

へ
登
り
つ
め
る
と
、
神
戸
外
人
倶
楽
部

に
つ
き
あ
た
る
。
そ
こ
を
東
へ
行
く
道

に
〃
異
人
館
通
り
″
と
名
が
つ
い
た
の

は
去
年
の
３
月
、
ミ
ニ
・
シ
ョ
ッ
プ
ハ

ウ
ス
〃
キ
ン
グ
ス
コ
ー
ト
〃
が
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
だ
。

ス
イ
ス
人
の
シ
ュ
ェ
イ
ヶ
邸
、
中
国

人
の
門
邸
と
、
緑
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色

し
た
異
人
館
、
古
め
か
し
い
グ
ラ
シ
ァ

ニ
邸
、
階
段
を
登
る
白
い
華
橋
総
会
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
影
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た

ず
む
緑
の
ス
タ
デ
ニ
ィ
ッ
ク
邸
な
ど
、

残
り
少
な
く
な
っ
た
木
造
の
館
が
点
々

と
並
ん
で
い
る
。
二
○
○
軒
近
い
異
人

館
も
戦
火
と
ラ
ブ
ホ
テ
ル
と
マ
ン
シ
ョ

ン
ブ
ー
ム
と
押
し
よ
せ
る
近
代
化
に
次

々
と
姿
を
消
し
た
。
今
や
限
界
…
…
。

が
、
こ
の
異
人
館
通
り
に
神
戸
の
ハ

イ
カ
ラ
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
新
し
い

街
づ
く
り
を
と
、
三
浦
明
定
さ
ん
（
記
）

１
６２
１

陸

、

若い力を結集したローズ・ガーデン
の話題を中心に

く
は
一
一
人
の
用
心
棒
。
よ
そ
も
ん
が
神

戸
の
街
に
関
わ
っ
た
具
体
的
第
１
号
。

オ
ー
プ
ン
に
訂
店
が
大
幅
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
な
し
に
揃
う
な
ん
て
異
例
の
こ

と
。
若
い
二
人
の
努
力
と
店
一
軒
一
軒

が
、
神
戸
の
街
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
テ

ナ
ン
ト
の
若
さ
の
結
晶
で
す
ね
」
。

安
藤
さ
ん
は
「
も
う
け
る
よ
り
も
、

い
い
も
の
生
活
全
体
を
含
め
て
、
い
い

界
隈
を
つ
く
る
意
欲
が
、
街
を
つ
く
る

原
形
で
、
こ
の
界
隈
に
こ
れ
か
ら
ど
う

と
け
こ
む
か
が
大
切
で
す
ね
」
。

員
沖
○
日
唾
扇
詳
署
で
す
ｂ

と
一
言
、
さ
ら
り
と
若
山
さ
ん
。

”
店
、
オ
ー
ナ
ー
の
平
均
年
齢
”
才

こ
こ
か
ら
歩
い
て
５
分
以
内
に
住
む
人

が
加
人
い
る
そ
う
だ
が
、
な
か
な
か
上

手
い
店
の
組
み
合
せ
と
配
置
。

１
Ｆ
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
は
元
町
レ
ス

ト
ラ
ン
フ
ッ
ク
の
新
し
い
実
験
店
「
北

野
町
界
隈
の
外
人
さ
ん
が
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
こ
こ
で
外
人
さ
ん
の
お

台
所
の
役
目
を
す
る
の
で
す
か
ら
大
変

勉
強
に
な
り
ま
す
ね
え
。
肌
に
感
じ
た

勉
強
を
日
本
人
の
新
し
い
食
生
活
に
生

か
し
て
生
き
た
い
」

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ー
モ
ン
、
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
、
ハ
ム
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
類

に
手
焼
き
の
パ
ン
、
ス
パ
イ
ス
の
セ
ッ

ト
な
ど
一
味
違
っ
た
も
の
ば
か
り
。
神

戸
っ
子
の
生
活
感
覚
が
生
き
て
い
る
。

珍
し
い
の
は
２
Ｆ
に
あ
る
ド
イ
ツ
レ
ス

ト
ラ
ン
の
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
」
（
ロ

ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
２
Ｆ
曾
鯉
１
４
２
４
）

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
〃
キ
ン
グ
ス
コ
ー

ト
″
を
開
い
て
注
目
を
集
め
た
。

《
の
ョ
昌
爾
ご
８
屋
氏
巳
曽
の
精
神

に
続
い
た
の
が
３
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
〃
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
〃

煉
瓦
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
っ
ぱ

な
し
と
ガ
ラ
ス
の
組
み
合
せ
、
吹
き
ぬ

け
の
中
庭
と
地
下
か
ら
３
Ｆ
ま
で
を
坂

あ
り
谷
あ
り
山
あ
り
と
い
っ
た
バ
ラ
エ

テ
ィ
の
あ
る
モ
ダ
ン
な
安
藤
忠
雄
さ
ん

の
設
計
○

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
、
若
山
晴
洋
（
”
）

林
愛
艶
（
”
）
さ
ん
と
い
う
ニ
ュ
ー
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
ご
夫
婦
（
右
上
写
真
の
ご

両
人
）
。
企
画
の
浜
野
安
宏
氏
は
、
「
ぽ
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こちらは凝
ったつくり
のクィーン
ズコート・
オーナーの
三浦明定さ
ん

オーナーは
みんな若い
（ローズガ
ーデン）

あら、こん
にちは！
新しい界隈
づくりはフ
レンドシッ
プから

広い窓とネ
オン文字が
印象的

で
、
ピ
ー
タ
ー
Ｅ
グ
ル
ー
ベ
さ
ん
の
店
。

８
年
前
に
ハ
ン
ブ
ル
グ
か
ら
日
本
へ
や

っ
て
来
て
御
影
に
住
み
「
神
戸
が
大
好

き
で
、
何
と
か
本
物
の
ド
イ
ツ
レ
ス
ト

ラ
ン
が
な
い
の
で
作
り
た
か
っ
た
」
と

い
う
。
ラ
イ
ン
と
モ
ー
ゼ
ワ
イ
ン
に
、

ニ
ュ
ー
ル
ベ
ル
グ
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
か
ポ

テ
ト
料
理
と
か
、
ド
イ
ツ
風
田
舎
の
朝

食
な
ど
も
あ
っ
て
、
清
潔
で
き
っ
ち
り

し
た
店
に
近
所
の
ド
イ
ツ
人
達
が
集
っ

て
来
る
サ
ロ
ン
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
向
い
側
に
も
緑
の
窓
に
テ
ラ
ス
風

の
ナ
ウ
異
人
館
〃
サ
ロ
ン
・
ド
・
パ
ー

ル
北
野
″
が
同
時
に
オ
ー
プ
ン
。
岡
添

真
珠
と
栄
光
真
珠
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
だ

が
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス
あ
ち
こ
ち
工
夫
さ

れ
、
山
口
牧
生
さ
ん
の
彫
刻
を
飾
り
、

１
Ｆ
は
買
い
易
い
真
珠
と
ア
ク
セ
サ
リ

ー
、
２
Ｆ
は
〃
い
い
真
珠
″
が
並
ぶ
。

こ
の
辺
り
は
世
界
の
真
珠
メ
ッ
カ
。
非

常
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
そ
ん
な
暖
か
さ

が
ど
こ
と
な
く
漂
よ
っ
て
い
る
。

華
僑
総
会
の
東
南
角
に
〃
三
浦
″
の

表
札
を
あ
げ
た
〃
ク
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー

ト
″
も
こ
の
日
の
夜
オ
ー
プ
ン
。
１
Ｆ

は
居
酒
屋
と
魚
貝
類
の
鉄
板
焼
。
２
Ｆ

は
ヴ
イ
ッ
プ
サ
ロ
ン
「
北
野
町
界
隈
に

住
み
つ
い
て
、
生
活
が
あ
る
街
づ
く
り

を
せ
な
ア
カ
ン
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
決
意
も
さ
わ
や
か
。

異
人
館
の
古
め
か
し
い
た
た
づ
ま
い

の
中
に
、
神
戸
の
若
い
人
々
の
愛
す
る

街
へ
の
情
熱
が
静
か
に
燃
え
た
っ
て
き

た
。

１
６３
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センター街
気質健在

ⅥT a l kＴｏｗｎ
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
か
ら
ト
ア
ロ
ー
ド

経
由
、
鯉
川
筋
・
こ
の
坂
道
た
ち
を
横
に

つ
な
ぐ
神
戸
の
メ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

通
り
が
、
名
に
し
お
う
セ
ン
タ
ー
街
の

こ
と
。
通
り
と
い
う
よ
り
は
、
相
次
ぐ

ピ
ル
化
に
よ
り
縦
に
も
上
下
に
も
只
今

増
殖
活
動
ま
つ
盛
り
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ゾ
ー
ン
と
い
っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。

こ
の
約
Ⅷ
メ
ー
タ
ー
程
の
距
離
に
ひ

し
め
く
店
舗
数
ざ
っ
と
剛
。
も
ち
ろ
ん

さ
ん
プ
ラ
ザ
（
昭
和
妬
年
に
完
成
）
さ

ん
セ
ン
タ
ー
（
第
一
防
災
ピ
ル
・
三
宮

町
一
丁
目
浜
側
の
ビ
ル
の
こ
と
。
昭
和

型
年
完
成
）
ニ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
（

第
二
防
災
ビ
ル
、
昭
和
副
年
完
成
）
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
（
昭
和
帥
年
完
成
）
サ

ン
ブ
リ
ッ
ク
街
（
第
四
防
災
ピ
ル
・
三

宮
本
通
り
ピ
ル
浜
側
界
隈
、
昭
和
副
年

完
成
）
そ
し
て
工
事
中
の
Ａ
棟
ピ
ル
（

昭
和
盟
年
氾
月
完
成
予
定
）
前
の
仮
設

店
舗
、
ピ
ル
化
計
画
中
の
二
丁
目
界
隈

さ
ん
さ
ん

一
一
一
一
一
一
街
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た
旧
柳
筋

の
店
舗
を
全
部
ひ
っ
く
る
め
て
の
数
で

ピル化、多店化、様相は
どんどん変わりますが･ ･ ･ …

’
6４
１

は
あ
る
が
。
急
ぎ
足
で
歩
い
て
も
五
分

走
り
抜
け
て
も
（
息
が
切
れ
る
し
、
必

ず
人
に
ぶ
つ
か
る
か
ら
）
や
っ
ぱ
り
三

’
四
分
。
ゆ
っ
く
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
回
り
歩
く
と
な
る
と
一
日
は

か
か
り
そ
う
…
。

ビ
ル
化
に
対
し
て
賛
否
こ
も
ご
も
だ

が
、
神
戸
市
の
市
街
地
改
装
計
画
に
よ

り
、
青
写
真
が
ひ
か
れ
た
の
は
虹
年
。

こ
の
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
を
走
り
始
め
た

こ
と
に
よ
り
、
大
衆
的
な
セ
ン
タ
ー
街

が
キ
ラ
キ
ラ
と
、
流
行
と
、
若
者
と
の

街
に
変
身
し
始
め
た
の
だ
。
そ
し
て
、

い
ま
…
。

た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
。

ア
メ
リ
カ
が
や
っ
て
き
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
こ
の
３
月
３
日
オ
ー
プ

ン
し
た
広
々
と
し
た
二
、
九
六
五
㎡
の

ジ
ー
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
〃
ジ
ョ
イ
ン
ト
〃

の
場
合
。
ト
ー
タ
ル
ジ
ー
ン
グ
ス
ト
ア

だ
け
に
何
で
も
揃
っ
て
し
ま
う
。
「
シ

ョ
ッ
ク
や
っ
た
ね
。
と
に
角
、
皆
あ
る

ん
や
も
ん
。
け
ど
、
今
ま
で
あ
っ
ち
こ

つ
ち
の
店
で
探
し
歩
い
て
、
見
つ
け
て

と
い
う
買
い
方
を
楽
し
ん
で
た
だ
け
に

こ
う
一
堂
に
揃
う
と
：
。
」
と
は
、
早
速

の
ぞ
き
に
来
た
ジ
ー
ン
ズ
愛
好
党
の
ス

ギ
オ
カ
君
の
話
。
若
者
族
一
三
－
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
の
心
理
を
つ
か
ん
だ
Ｎ
Ｏ
Ｗ

な
店
づ
く
り
志
向
と
い
え
よ
う
。
同
じ

く
ニ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
の
、
今

年
創
業
蹄
周
年
を
迎
え
た
山
下
履
物

店
、
そ
の
老
舗
の
若
き
三
代
目
山
下
砿

氏
「
外
人
用
に
Ｌ
Ｌ
を
作
っ
た
の
が
日

本
人
に
も
好
評
で
し
て
ね
。
日
本
の
生

ん
だ
ゲ
タ
は
健
康
に
も
い
い
し
、
う
ち

は
別
誹
え
で
す
か
ら
幅
と
長
さ
の
バ
ラ

ン
ス
が
違
い
ま
す
よ
」
。
老
舗
の
上
に

あ
ぐ
ら
を
か
か
な
い
、
商
売
熱
心
さ
。

息
吹
き
と
い
う
か
、
こ
の
活
動
力
と
い

う
か
セ
ン
タ
ー
街
の
雰
囲
気
を
ひ
と
こ

と
で
い
う
と
そ
ん
な
感
じ
。
店
づ
く
り

に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
が
ど
の
店
に

も
あ
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
近
隣
が
す
べ
て
近
代
化

さ
れ
、
今
や
残
さ
れ
た
地
区
と
な
っ
た

旧
第
三
防
災
区
組
合
（
服
飾
計
画
セ
ン
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#譲蕊：

５
ｌ
Ｉ
６
１

タ
ー
上
田
ｌ
ト
ア
ロ
ー
ド
東
角
）
も
、
１

月
型
日
創
立
総
会
で
片
山
清
敏
氏
全
云

和
工
芸
社
）
を
理
事
長
に
選
出
し
、
同

地
区
の
三
宮
ｕ
街
区
東
協
同
組
合
と
共

に
動
き
始
め
る
気
配
を
見
せ
て
い
る
。

「
ま
だ
、
一
進
一
退
。
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
意
見
の
交
換
を
し
て
い
る
段
階
で

何
も
決
ま
っ
て
な
い
が
」
と
岸
野
利
男

さ
ん
（
シ
ン
ワ
社
長
、
ｕ
街
区
東
組
合

理
事
長
）
。
じ
っ
く
り
練
っ
て
い
い
街

づ
く
り
を
、
と
こ
ち
ら
も
前
向
き
。

星
電
社
や
ダ
イ
エ
ー
を
生
ん
だ
大
衆

的
で
親
し
み
や
す
い
素
地
と
、
神
戸
で

地
価
Ｍ
１
と
い
う
絶
好
の
場
所
に
位
置

し
て
い
る
土
壌
と
、
そ
れ
だ
け
に
激
烈

な
商
戦
を
体
験
し
て
い
る
店
主
た
ち

と
。
形
は
変
わ
っ
て
も
セ
ン
タ
ー
街
は

や
っ
ぱ
り
セ
ン
タ
ー
街
と
い
う
と
こ
か

夜
は
夜
で
れ
ん
が
舗
装
な
っ
た
三
三

街
（
柳
筋
の
方
が
い
い
の
に
）
お
好
み

焼
や
、
な
ぜ
か
顔
を
見
に
行
き
た
く
な

る
ス
タ
ン
ド
の
マ
マ
や
…
。
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
街
は
、
昼
も
夜

も
足
が
向
く
わ
が
町
で
あ
る
。

☆
安
政
元
年
の
大
地
震
で
折
れ
た
と
い

わ
れ
る
生
田
神
社
の
折
れ
鳥
居
の
礎
石

が
、
生
田
筋
の
雨
水
付
替
工
事
現
場

（
第
一
勧
銀
横
）
で
掘
り
出
さ
れ
た
。

直
径
釦
叩
の
鳥
居
の
根
元
を
く
わ
え
た

重
さ
５
少
も
あ
る
も
の
で
左
腰
部
分
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
街
界
隈
の
昔
々
の
姿
っ

て
、
と
て
も
想
像
で
き
な
い
が
、
出
て

き
た
礎
石
も
時
代
の
流
れ
に
ビ
ッ
ク
リ

し
た
で
あ
ろ
う
。

識織撫繍鱗患患

阪急. ＝宮西
口とセンタ
ープラザを
結ぶ陸橋。
これも只今
工事中、完
成は来年４
月

１２月完成め
ざして着々
建設中頭上
注意

鍵:鍵

曙
出

蕊蕊i｛

鶴騨蕊騨蕊

蕊鍵蕊

ＯＰＥＮ１

周年奉迎受
たファッシ
ョンパーク

趣かわって
＝＝汚れん
が道になり
ました

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鳴海
瀞Ｉ

T a l k ＴｏｗｎⅦ
ピ
ン
ク
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ブ
ル
ー
、
パ

ー
プ
ル
。
淡
い
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
が
、

春
の
さ
ん
ち
か
レ
デ
ィ
ス
タ
ウ
ン
か

ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
あ
ふ
れ
て
、

あ
Ｉ
や
っ
と
神
戸
の
色
に
リ
タ
ー

ン
ノ
．
と
、
ほ
っ
と
し
た
感
じ
。
あ
な
た

が
神
戸
っ
子
な
ら
ワ
カ
ル
は
ず
…
…
。

こ
こ
二
、
三
年
う
っ
と
う
し
い
色
が
流

行
し
ま
し
た
ね
ェ
。
そ
れ
で
も
頑
固
に

神
戸
は
神
戸
と
ピ
ン
ク
・
ブ
ル
ー
を
売

っ
て
い
る
レ
デ
ィ
ス
・
シ
ョ
ッ
プ
に
出

あ
っ
た
時
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
。
で
も

こ
の
春
は
、
全
体
的
に
、
絶
対
的
に
神

戸
カ
ラ
ー
。
こ
れ
で
な
い
と
ア
カ
ン
。

し
か
し
、
こ
の
ア
ル
バ
像
の
近
辺
、

神
戸
の
女
性
は
美
し
い
．
：
…
。
ハ
ッ
ラ

ッ
た
る
も
ん
で
す
ね
。
男
の
子
。
あ
つ

い
た
い
た
。
う
ん
、
ま
あ
、
あ
ん
な
も

ん
で
し
よ
う
。
し
ん
ぼ
う
し
た
げ
よ
・

今
日
は
土
曜
の
夕
暮
れ
ど
き
だ
が
、
先

だ
っ
て
さ
ん
ち
か
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
近
く
の
ベ
ン
チ
で
待
ち
合
せ
を
し

た
ら
会
社
の
ひ
け
ど
き
。
こ
れ
も
ま
た

灘霊亀露曽溌

神戸カラーが
リターン

盟魁蕊露閤擬

弾

R i 鍵瀧識謹蕊露

眺
め
て
し
ま
っ
た
。

さ
て
、
さ
ん
ち
か
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
が
充
実
し
て
る
。
京
阪
神
の
催

し
も
の
、
く
ら
し
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と

し
て
神
戸
の
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
や

神
戸
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
昏
湿
３
０
７
７
）
。

福
祉
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
…
。

身
体
で
出
来
る
奉
仕
か
ら
と
思
う
方
は

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
そ
れ
に
住
宅
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
雷
測
９
１
０
０
）
な
ど
市

営
住
宅
の
こ
と
、
レ
ジ
ャ
ー
の
こ
と
な

ど
ち
ゃ
ん
と
市
役
所
の
出
先
き
に
な
っ

て
い
て
利
用
せ
ね
ば
ソ
ン
ソ
ン
と
い
う

感
じ
。
エ
ー
、
電
車
マ
ニ
ア
に
は
、
神

戸
初
の
地
下
鉄
記
念
乗
車
券
は
４
０
０

円
。
記
念
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
は
１
，
０
０

０
円
ナ
リ
。

す
れ
違
い
息
を
の
ん
だ
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
見
知
ら
ぬ
人
の
後
姿
君
に

よ
く
似
て
い
た
二
人
の
愛
が
終
っ

た
日
の
思
い
出
が
い
ま
よ
み
が
え

る
黙
っ
て
見
送
っ
た
心
で
は
追

い
か
け
な
が
ら
忘
れ
て
い
た
は
ず

な
の
に
忘
れ
て
い
た
は
ず
な
の
に

○

一
」
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
ほ
ど
地
球
上

の
各
国
人
が
、
沢
山
あ
る
く
道
は
な
い

の
で
は
な
い
か
し
ら
。
２
月
末
に
キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
か
ら
発
売
さ
れ
た
神
戸
の

シ
ン
ガ
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
新
井
満
さ

ん
の
〃
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ア
ベ
ニ
ュ

ー
″
は
、
そ
ん
な
神
戸
の
街
の
ム
ー
ド

が
漂
よ
っ
て
い
る
サ
ウ
ン
ド
だ
。
こ
の

さんちかダウンから
ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ﾛ ｰ ﾄ ﾞ

6６

圧
観
。
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
近
辺
の
オ
フ

ィ
ス
街
に
、
ワ
ー
ル
ド
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
、

パ
ー
ル
、
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
な
ど
と
、

神
戸
の
ニ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
っ
て
、
そ
こ
い
ら
で
働
く
男

女
群
。
キ
ャ
リ
ア
ガ
ー
ル
た
ち
の
粋
な

こ
と
。
こ
れ
は
今
迄
の
お
嬢
さ
ん
ル
ッ

ク
に
な
い
非
常
に
緊
張
感
の
あ
る
お
し

ゃ
れ
で
、
目
の
前
を
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
、

タ
ッ
タ
ッ
と
行
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
男
性
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
。
い
い
で
す
ね
ェ
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド

な
、
き
り
り
と
し
た
バ
ッ
チ
リ
き
ま
っ

た
若
い
感
じ
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

神
戸
を
誇
り
に
働
く
人
々
が
定
着
し
て

き
た
の
と
ち
が
う
か
ナ
。
ワ
ー
ル
ド
の

京
都
生
れ
の
企
画
マ
ン
が
、
神
戸
で
働

く
幸
せ
を
お
し
ゃ
べ
り
し
て
く
れ
た
け

ど
、
こ
の
優
し
さ
の
あ
る
街
で
、
山
と

海
と
を
眺
め
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
近
辺

で
働
け
る
な
ん
て
〃
い
い
洋
服
″
が
創

り
だ
さ
れ
て
ト
ー
ゼ
ン
。
と
ま
た
大
増

築
を
進
め
て
い
る
ワ
ー
ル
ド
の
鉄
筋
を
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裳

砲
朝 瞳

１
６７
１

日本の女の
子みんなベ
ッピンネ。

神戸輸入品
卸売センタ
ーが着々新
ビル建設中

一
節
は
〃
ロ
ー
ス
ト
シ
テ
ィ
ラ
ヴ
〃
。

も
っ
と
ス
テ
キ
な
の
は
〃
モ
ニ
カ
〃
。

こ
の
曲
は
東
遊
園
地
の
昼
下
り
を
想
い

出
さ
せ
る
。
３
月
幻
日
に
は
シ
ン
グ
ル

盤
の
〃
オ
ク
ト
ー
バ
ー
狸
外
は
雨
″
と

〃
夕
顔
″
が
発
売
さ
れ
て
、
透
明
な
声

が
街
に
流
れ
る
。

今
日
の
東
遊
園
地
の
昼
下
り
は
、
大

振
袖
の
女
子
大
生
が
上
ラ
ヒ
ラ
、
噴
水

に
水
し
ぶ
き
う
な
が
け
ら
記
念
撮
影
。

そ
れ
を
眺
め
る
若
い
外
人
シ
ー
マ
ン

た
ち
４
人
。
早
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
切
れ
ば

い
い
の
に
見
せ
た
く
て
見
せ
た
く
て
。

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
玄
関
に
、

「
武
庫
川
女
子
短
大
体
育
科
謝
恩
会
」

「
神
戸
学
院
女
子
短
期
大
学
謝
恩
会
」

「
親
和
女
子
大
お
別
れ
会
」
と
ず
ら
り
。

ホ
テ
ル
の
北
角
の
「
デ
キ
シ
ー
ラ
ン

ド
」
の
中
か
ら
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
聞

こ
え
る
の
で
ち
ら
と
の
ぞ
く
と
、
鈴
木

建
彦
さ
ん
た
ち
の
デ
キ
シ
ー
バ
ン
ド
。

可
愛
い
女
子
大
生
が
バ
ン
ジ
ョ
ー
弾
い

て
、
ピ
ア
ノ
の
前
で
一
杯
ジ
ョ
ッ
キ
を

傾
け
る
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
も
夕
暮
れ

ど
き
。港

か
ら
上
っ
て
く
る
外
人
さ
ん
オ
ン

リ
ー
の
女
が
何
げ
な
く
立
っ
て
い
た

り
。神

戸
市
役
所
の
灯
に
、
大
神
ピ
ル

の
７
Ｆ
は
わ
が
神
戸
っ
子
編
集
室
の
窓

も
見
え
て
ま
だ
灯
が
つ
い
て
働
い
て
る

の
。〆

切
日
す
ぎ
て
る
の
に
ね
…
…
。
あ

あ
。

鷺i､識

鷺瀧蕊

さんちか広
場で、人形
サークルの
展覧会。主
宰の藤元令
子さん

一
辞
動
竃

需
鯉
冊

謡
鍾
呼
癖

だれを待っ
てんのかな

蝿
謂
蕊
認
惣
餓
舞
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回転ﾚｽﾄﾗﾝ鳴疑門
二重三j w r 当' 遥癒暴艇
でんわ0 7 8 - 2 3 1 - 4 1 7 1 ㈹
神戸一三宮・フラワーロード

弼

六
甲
山

神
戸
の
背
後
に
そ
び
え
る
六
甲

山
は
神
戸
市
民
の
い
こ
い
の
場

で
あ
る
。

四
季
お
り
お
り
の
間
然
を
楽
し

む
ハ
イ
カ
ー
の
歌
声
が
街
の
中

ま
で
こ
だ
ま
し
て
き
そ
う
だ
。

え・貝原六一〈行助美術協会々員〉

眼下にひろがる神戸
1 0 0 万ドルの夜景が旅
の郷愁をさそいます

１ポンド
(‘1509）
のメテーキを
おめしあがり
ください

ゴー仁一
上島伽俳本社

神戸市生田区多聞通５－３
（神戸駅前）

壷神戸( 0 7 8 )３４１－３６０６(代）

政府登録国際観光旅館

３ｋ畳ル神慶
〒6 5 1 神戸市蕪合区熊内町5 丁目２の３１
ＴＥＬ（0 7 8 ）２２１－５４３１（代）

フェスティバル
ステーキ神戸ビーフ

信頼のブランド

新幹線新神戸駅
国鉄三宮駅
中突堤より

徒歩５分
車で５分
卓･で1 0 分

４月１日～５月３１日
アイ・アム．こうくつこ

（ＫＯＢＥＣ･ＣＯＷ）
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
九
一
・
○
○
三
一
〜
三

ＴＥＬ（0 7 8 ) 8 4 i - 0 5 5 I

港
の
倉
庫

神
戸
港
は
横
浜
と
な
ら
ぶ
日
本

の
代
表
的
な
港
で
あ
る
。

コ
ン
テ
ナ
輸
出
の
増
大
で
港
は

一
段
と
活
気
を
帯
び
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
完
成
に
神
戸
っ

子
の
期
待
は
大
き
い
。

( 財) 神戸市都市整備公社 〒6 5 O 神戸市生田区波止場町中突堤
ＴＥＬ（0 7 8 ）３３１－０７８５．６０８８

神戸通船株式会社

国鉄周遊指定地 贈るなら
本ものの味

六
田
街
藍
〃
Ｊ
ス
ウ
エ
〃

し
な
や
か
な
緑
の
山
な
み
を

六
甲
ケ
ー
ブ
ル
山
上
駅
に
て
接
続

ヅ

神戸港めぐり
ス
カ
少
イ
ハ
イ
ク
で
ノ
．

社会科見学
リクリエーション

のりば
中突堤ポートタワー前
１１: 0 0便～(毎時間)～1 6 : 0 0便

（所要約5 0分）

高級奈良漬

１
６９
１

型 Ｌ

創業明治３年
神戸・〉難

高嶋酒類食品株式会社

､

｜』

Ｆ
‐
」

且
爾蕎霧
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須磨浦山上茜扇

雲蓉
/ 〆= 、、

ﾏ ｲ 神戸、マイホテル 旅のご相談は 山陽交通社へ

陽炎ゆらめく、淡路島を一望に…
桜とつつじの美しい

＋
神戸タワーサイI F 畠ホテル

〒6 5 o 神戸市生田区波止場町１
ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 ５１－２１５１（代）

潮風が詩い、ファッションが踊る。ミナト町
神戸のロマンチックな想い出は、神戸タワー
サイドホテルから一エコノミカルな料金
システムや、神戸を代表するシーサイドレス
トランで楽しめるヨーロッパの味あなたの
旅のいち日を、心をこめてお迎えいたします。
シングル￥2 . 5 0 0 ～￥3 . 8 0 0 ツイン￥6 . 0 0 0 ダブル￥6 . 8 0 0

7０

須磨瀬ドレミフウワ噴ホバレズ
ぬいぐるみショー☆好評開演中/
画期間３月2 6 日４月１０日１６日１７日

４月2 3 日・２４日、２９日５月５日
■１日３回公演①１１:５０②１３:４０③１５§４０
，噴水パレスへのコースーロープウェイーカーレーター～
回転展望開～観光リフト～山上遊苑～喰水パレスへ

PWm耳Ｉ綱,,耀謙蝋長）山陽電車
■山上遊園各施設は毎週火咽日定休須磨浦公園駅下車
( 但し４月１５日までは無休）（阪急．阪神から直通）

率毎、

詫
急
硬
守
輔
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胴

s I M m j 遡ＭＫＯｆ践砥歴

F Ｌ

緋毛誕席でごゆっくりと……
お花兄弁当・かぐや姫弁当・花びら酒

Ⅱ 識
謬

眺望と料理を楽しむ旅館・食堂

雪I 員些罷…：
髄盛啄

皇
欣盛』家

皇

至り1 石旬姫路

主呼 j 色・酔写品

須磨熊観光ハコス

垂雲ｉ$ 王卑岨

上価可

全額雨…鳶
主守申戸・天 1 Ｗ ･ 京都

論 采謹百二
須磨浦公園内☆ご予約は壷( 0 7 8 ) フョ●１－ヨフＳ●I ( ミナコイ）
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